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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２１年 ４月１３(月)
　　アンゴラ共和国治安情報
　　在留邦人の皆様へ
	　
時下ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。
　
さて、本日の当国の治安情報を皆様にお知らせ致します。当大使館で取得した情報、マスコミ等から入手した情報及び皆様からご連絡いただいた情報等をその都度ご連絡致しております。
この他、外務省では『海外安全ホームページ』を通じて安全・治安情報の提供を行っています。同ページの情報も常にご確認の上、海外では『自分の身は自分で守る』との心構えをもって、渡航・滞在の目的に合わせた情報収集や安全対策に努めて下さい。
また、皆様方からの治安情報の提供もお待ちしております。事件の情報を入手された場合は、速やかに当大使館領事班までご一報いただきますよう、皆様のご協力をお願い致します。
　
　注意事項
　　本情報は、海外に滞在・渡航される方が自分自身の判断で安全を確保するための参考情報です。

　　本情報が発出されていないからといって、安全が保証されるというものではありません。本情報

　　は、法令上の強制力をもって、個人の渡航や旅行会社による主催会社を禁止するなど、退避を命令するものでもありません。

　・日中、夜間を問わず、徒歩及び単独での外出は極力控えるよう注意して下さい。

　・ホテルや共同住宅、独立住宅でのセキュリティーの有無を確認して下さい。警備体制、システムが整っていない場合は直ちに導入するようにして下さい。
　・車での移動の際には、窓を閉め、必ず施錠して下さい。
外務省海外安全ホームページを見る 　
                           http://www.anzen.mofa.go.jp
 


【 感染症情報 】

	  狂犬病による感染報告 
　

　
平成２０年１１月から今年の１月頃にかけて当地において「狂犬病」が発生し、約６０人以上の子供が感染し約５０人以上が感染により死亡したとのことです。狂犬病に対し政府機関は家畜所有者と一緒に緊急ワクチン接種運動に着手するためにタスクフォースを立ち上げました。また、政府機関は動物を飼っていない人々も同じように対応するようです。
平成２１年１月１２日から開始したキャンペーンは３週間を要しました。それは、犬、猫、猿等の動物で１０万匹以上の動物にワクチンを接種したようです。
当地農業開発責任者はこの緊急事態が終了するまでは、動物に対しワクチン接種を絶え間なく続ける意向のようです。
★狂犬病に関する医学的コメント。
　狂犬病は狂犬病ウイルスによって起こります。ウイルスを保有している動物に咬まれたり傷口をなめられたりすることにより感染し、急性脳脊髄炎を起こします。発症した場合は呼吸障害に至り、死亡率はほぼ１００％とされています。
　予防方法は、動物との接触を避け、手を出さないことです。狂犬病ウイルスは犬、猫などの家畜に限らず多くの野生動物（キツネ、アライグマ、スカンク、コウモリ等）を介して人に感染するとこが知られています。動物を相手に活動する場合や野犬の多い地域に長期滞在する場合には事前に狂犬病ワクチン接種が推奨されています。

　万が一咬まれた場合には、「まず洗う。次に病院で傷口の治療をして、破傷風と狂犬病のワクチンを打つ。ただし傷口を口で吸い出してはならない」ことが大切です。


【 当館ホームページの開設報告 】

	  在アンゴラ日本国大使館ホームページ情報 
４月１５日（水）から当館のホームページが開設することとなりました。
大使館の様々な情報や、生活情報、治安情報、医療情報、領事業務情報等掲載いたしておりますので、今後はこちらもご覧頂きご活用いただきますようお願い申し上げます。

４月１５日以降は「治安情報」はホームページに掲載させていただき、随時更新していきますので定期的にご確認いただければ幸甚です。もちろん緊急事態発生時は別途メール等にて皆様にもご連絡致します。
在アンゴラ日本国大使館ホームページアドレスは４月１５日（水）の当日当館から皆様にメールにてご連絡致します。また、日本外務省のサイトからもリンクされます。
治安情報に限らず、大使館ホームページについて御意見がございましたら、同ホームページを通して当館までお寄せ頂ければ幸いです。
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